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 当社は、社員一人ひとりの経験と技術、ノウハウを活用し、大阪市をはじめ多くの自治
体、団体からの委託業務を受注させていただくことで事業を運営する株式会社です。

 こうした経営の持続的確保にあたりましては、ヒト、モノ、カネ、情報それぞれの観点
から、すべての社員が各自担当する受託業務のリスクマネジメントをしっかりと行える
よう、迅速な指揮命令系統の確立と全社的な即応体制づくりに努め、お客さまに信頼し
ていただける業務品質を確保していくことがまず何よりも大切であると考えています。

 当社では、会社設立以降、様々な規程や要綱を定め、運用を図ることで、常日頃から、
こうしたリスクマネジメントに努めてまいりましたが、今般、これを更に一歩進めて、
これら個別の規程・要綱を体系化し、従来の取組を集約化しつつ、社員の適正な業務執
行の確保のための内部統制の体制について必要な事項を定めることにより、皆さま方か
ら信頼される内部統制システムを構築し、ガバナンスの強化を図ることといたしました。

 今後とも、リスクマネジメントに対する社員の意識改革を一層促進させ、様々なリスク
の未然防止に繋げることにより、業務の品質を向上させ、経営の健全化と企業価値の向
上を図りつつ、皆さまから信頼される企業活動の実現を通じて社会に貢献してまいりま
す。



内部統制システム構築の
基本方針



当社の経営理念である「豊かで快適な水環境を創出するとともに

まちの安全と安心をまもり、くらしを支える」に基づき持続的な

下水道事業運営の一翼を担う下水道トータルマネジメント企業と

して、社会から信頼される組織風土の醸成を図りつつ、徹底した

リスクマネジメントによる事業活動を展開するため、内部統制シ

ステム構築に関する基本方針を定める



「内部統制」とは

 企業が掲げる経営目標を達成するために、

すべての社員が守るべきルールや仕組みのこと
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 経営理念、経営戦略、
中期経営計画
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ス
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方針
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統制活動

 経営会議

 アセットマネジメント
システム

 管理会計（部門別）

 人材育成計画

 人事給与制度改革

モニタリング

 市外郭団体評価委員会

 市建設局管理対象団体
監理委員会

 経営アドバイザリー
ボードﾞ

 内部監査

 内部通報制度

情報と伝達

 社内広報

 情報ネットワーク

ＩＴへの対応

 管路系システム

 設備系システム

 基幹システム
• 人事給与、勤怠管理、

執行管理、会計

内部統制の骨子

４つの目的 ６つの構成要素
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